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せ
て
、
生
涯
学
習
施
設
整
備
基
金

条
例
に
つ
い
て
は
、
基
金
の
活
用

の
見
込
み
が
な
い
こ
と
か
ら
、
廃

止
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
提
案
さ

れ
た
も
の
で
す
。

▼
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
⋮
原
案
可
決
︵
全
員
賛

成
︶

　

学
校
教
育
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働

省
関
係
省
令
の
整
理
等
に
関
す
る

省
令
第
2₅
条
に
よ
る
放
課
後
児
童

健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
の
改
正
に
伴
い
、

放
課
後
児
童
支
援
員
の
資
格
要
件

を
拡
大
す
る
に
当
た
り
、
改
正
の

必
要
が
あ
る
た
め
提
案
さ
れ
た
も

の
で
す
。

▼
小
児
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

⋮
原
案
可
決
︵
全
員
賛
成
︶

　

子
育
て
支
援
施
策
の
一
環
と
し

て
、
児
童
の
健
康
増
進
及
び
健
全

育
成
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
通
院
に
係
る
医
療
費
の
助
成

対
象
年
齢
を
、
小
学
校
６
年
生
か

ら
満
1₅
歳
に
達
し
た
日
以
降
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
に
拡
大
す
る
に

当
た
り
、
対
象
年
齢
の
規
定
を
改

正
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
提
案
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

鎌
倉
市
及
び
葉
山
町
と
の
ご
み

処
理
の
広
域
連
携
の
覚
書
に
基
づ

き
、
本
市
の
処
理
施
設
で
葉
山
町

の
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
共

同
処
理
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、

地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
く
事

務
委
託
を
受
け
る
た
め
、
提
案
さ

れ
た
も
の
で
す
。

▼
公
共
公
益
施
設
整
備
基
金
条
例

の
一
部
改
正
等
に
つ
い
て
⋮
原

案
可
決
︵
全
員
賛
成
︶

　

公
共
公
益
施
設
整
備
基
金
条
例

に
つ
い
て
、
財
源
を
確
保
す
る
た

め
、
寄
附
金
の
み
が
積
立
て
財
源

で
あ
っ
た
も
の
を
、
そ
れ
以
外
の

資
金
の
積
立
て
も
可
能
と
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
改
正
し
、
併

必
要
が
あ
る
た
め
提
案
さ
れ
た
も

の
で
す
。

▼
常
勤
特
別
職
職
員
の
給
与
及
び

旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
⋮
原
案
可
決(

全

員
賛
成)

　

市
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
鑑

み
、
財
政
対
策
の
取
り
組
み
と
し

て
、
市
長
、
副
市
長
及
び
教
育
長

の
給
料
月
額
の
減
額
措
置
を
講
じ

る
に
当
た
り
、
改
正
の
必
要
が
あ

る
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▼
逗
子
市
と
葉
山
町
と
の
容
器
包

装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
施
設
の

整
備
運
営
に
関
す
る
事
務
の
事

務
委
託
に
係
る
協
議
に
つ
い
て

⋮
原
案
可
決
︵
全
員
賛
成
︶

議
案
の
審
議
結
果

▼
職
員
給
与
条
例
及
び
一
般
職
の

任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

⋮
原
案
可
決
︵
全
員
賛
成
︶

　

平
成
30
年
人
事
院
の
給
与
勧
告

及
び
近
隣
各
市
の
職
員
給
与
の
状

況
等
を
勘
案
し
、
本
市
一
般
職
職

員
の
給
与
に
つ
い
て
改
正
す
る
と

と
も
に
、
本
市
財
政
対
策
の
取
り

組
み
と
し
て
、
改
定
後
の
給
料
表

及
び
勤
勉
手
当
支
給
月
数
を
適
用

し
な
い
こ
と
並
び
に
本
市
一
般
職

職
員
の
給
与
を
減
額
す
る
こ
と
等

を
規
定
す
る
に
当
た
り
、
改
正
の

新年度予算など21議案を可決
第１回定例会（２月22日～３月19日）

市長の施政方針・予算に対し6人の議員が質す
　

平
成
31
年
市
議
会
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
22
日
か
ら
３
月
19
日
ま
で
の
2₆
日
間
の
会
期
で
開
会

し
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
平
成
31
年
度
の
施
政
方
針
及
び
予
算
提
案
説
明
を
受
け

２
月
2₈
日
・
３
月
１
日
の
両
日
、
５
会
派
５
人
、
無
会
派
１
人
、
計
６
人
の
議
員
が
代
表
質
問
・
質

問
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
31
年
度
の
一
般
会
計
予
算
・
３
特
別
会
計
予
算
・
下
水
道
事
業
会

計
予
算
を
は
じ
め
、
平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
・
４
特
別
会
計
補
正
予
算
、
常
勤
特
別
職
職
員
の
給

与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
職
員
給
与
条
例
及
び
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
小
児
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
副
市
長
の
選

任
に
つ
い
て
の
人
事
案
件
な
ど
市
長
提
出
の
21
議
案
の
ほ
か
、
陳
情
３
件
の
審
議
が
行
わ
れ
、
審
議

の
結
果
、
議
案
21
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
し
、
陳
情
は
１
件
を
了
承
、
２
件
を
不
了
承
と
し

ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
、
議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書
案
２
件
を
可
決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
の
概
要
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▼
平
成
₃0
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
︵
第
10
号
︶
⋮
原
案
可
決︵
全

員
賛
成
︶

　

今
回
の
補
正
は
、
財
源
調
整
に

よ
り
財
政
調
整
基
金
積
立
金
６
億

９
４
５
０
万
１
０
０
０
円
、
障
害

者
自
立
支
援
給
付
費
の
増
加
に
伴

う
障
害
者
自
立
支
援
給
付
等
支
給

事
業
２
０
２
９
万
９
０
０
０
円
、

前
年
度
の
障
害
者
自
立
支
援
給
付

費
等
の
額
の
確
定
に
伴
う
障
が
い

者
支
援
事
務
費
２
０
３
２
万
３
０

０
０
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
す
る
ほ

か
、
各
特
別
会
計
に
お
け
る
財
源

調
整
の
結
果
、
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
合
計
２
億
２
６
２
４
万
円
を

減
額
す
る
な
ど
、
歳
出
の
合
計
は

５
億
３
８
７
２
万
円
の
増
額
と
な

り
、
こ
れ
に
見
合
う
歳
入
は
、
国

庫
支
出
金
、
県
支
出
金
、
寄
附

金
、
繰
入
金
及
び
繰
越
金
を
増
額

し
、
市
債
を
減
額
し
て
措
置
す
る

も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
予
算
現
額

は
１
８
９
億
４
０
７
９
万
７
０
０

０
円
と
な
り
ま
す
。

▼
平
成
₃0
年
度
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第
２

号
︶
⋮
原
案
可
決
︵
全
員
賛
成
︶

　

今
回
の
補
正
は
、
財
源
調
整
に

よ
り
国
民
健
康
保
険
事
業
運
営
基

金
積
立
金
４
０
０
０
万
円
を
増
額

す
る
な
ど
歳
出
の
合
計
は
４
０
０

６
万
４
０
０
０
円
の
増
額
と
な

り
、
こ
れ
に
見
合
う
歳
入
は
国
民

健
康
保
険
料
、
繰
入
金
を
減
額
し
、

県
支
出
金
及
び
繰
越
金
を
増
額
し

て
措
置
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ

り
予
算
現
額
は
６
７
億
７
４
０
９

万
２
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

▼
平
成
₃0
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第

１
号
︶
⋮
原
案
可
決
︵
全
員
賛

成
︶

　

今
回
の
補
正
は
、
納
付
額
の
確

定
に
伴
い
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
納
付
金
２
９
４
９
万
７
０
０

０
円
を
増
額
す
る
も
の
で
、
こ
れ

に
見
合
う
歳
入
は
、
繰
越
金
を
増

額
し
、
繰
入
金
を
減
額
し
て
措
置

す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
予
算

現
額
は
１
２
億
６
４
０
９
万
７
０

０
０
円
と
な
り
ま
す
。

▼
平
成
₃0
年
度
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
︵
第
１
号
︶

⋮
原
案
可
決
︵
全
員
賛
成
︶

　

今
回
の
補
正
は
、
財
源
調
整
に

よ
り
介
護
保
険
事
業
運
営
基
金
積

立
金
３
億
７
３
２
６
万
円
を
増
額

す
る
な
ど
、
歳
出
の
合
計
は
４
億

１
５
１
７
万
６
０
０
０
円
の
増
額

と
な
り
、
こ
れ
に
見
合
う
歳
入

は
、
国
庫
支
出
金
及
び
繰
越
金
を

増
額
し
、
繰
入
金
を
減
額
し
て
措

置
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
予

算
現
額
は
６
８
億
６
０
２
７
万
６

０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

▼
平
成
₃0
年
度
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
︵
第
１
号
︶
⋮

原
案
可
決
︵
全
員
賛
成
︶

　

今
回
の
補
正
は
、
事
業
費
確
定

に
伴
う
処
理
場
施
設
整
備
事
業
３

５
０
６
万
４
０
０
０
円
を
減
額
す

る
も
の
で
、
こ
れ
に
見
合
う
歳
入

は
、
繰
入
金
、
繰
越
金
及
び
諸
収

入
を
増
額
し
、
国
庫
支
出
金
、
県

支
出
金
及
び
市
債
を
減
額
し
て
措

置
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
予

算
現
額
は
１
３
億
３
１
８
３
万
６

０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

報
告
事
項

▼
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

︵
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
︶

　

平
成
30
年
10
月
１
日
、
桜
山
９

丁
目
に
お
い
て
、
暴
風
雨
に
よ
り

市
管
理
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
飛
散

し
、
相
手
方
の
自
動
車
を
破
損
し

た
も
の
で
、
損
害
賠
償
額
２
２
万

５
８
４
０
円
で
賠
償
の
相
手
方
と

示
談
が
成
立
し
た
た
め
、
専
決
処

分
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　本会議の様子をライブで、パソコンから
ご覧いただくことができます。
　平成28年6月開催の第2回定例会からは、
スマートフォンやタブレットでもご覧いた
だくことができるようになりました。
　「ライブ映像」は、本会議開始から終了までの議
場の様子を即座にご覧いただくことができます。
また、ライブ放映終了後7日ほど経過してから、「録
画映像」として見ることができます。

議会インターネット中継
QRコード

スマートフォン、タブレットで
本会議の様子をご覧いただくことができます。

このQRコードからも、
簡単にアクセスできます。
ぜひ、ご覧ください。

ネットは
逗子市議会タブレット中継 検索

※
元
号
表
記
に
つ
い
て

平
成
31
年
市
議
会
第
１
回
定
例

会
は
元
号
改
正
前
に
開
会
さ
れ

た
も
の
で
「
平
成
31
年
」
と
表
記

し
ま
し
た
。
平
成
31
年
市
議
会
第

２
回
臨
時
会
も
同
様
で
す
。
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議
会
傍
聴
の
ご
案
内

●
本
会
議
の
傍
聴

・
定
員　

一
般
席　
　
　
　

43
人

　
　
　

車
椅
子
席　
　
　
　

５
人

● 

常
任
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員
会
・

議
会
報
編
集
委
員
会
の
傍
聴

・
定
員　
　
　
　
　
　
　
　

12
人

　

	︵
全
員
協
議
会
室
で
開
催
す
る

場
合
は
2₅
人
︶

●
特
別
委
員
会
の
傍
聴

・
定
員　
　
　
　
　
　
　
　

1₅
人

　
︵
予
算
特
別
委
員
会
は
12
人
︶

●
全
員
協
議
会
の
傍
聴

・
定
員　
　
　
　
　
　
　
　

8
人

●
受
付
時
間

・
午
前
９
時
か
ら
９
時
4₅
分
ま
で

︵
本
会
議
・
各
委
員
会
と
も
同
じ
︶

●
傍
聴
の
手
続
き

　

会
議
の
傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
、

本
人
が
本
会
議
、
委
員
会
、
全
員

協
議
会
の
開
か
れ
る
当
日
、
受
付

時
間
内
に
議
会
事
務
局
︵
市
役
所

４
階
︶
前
の
受
付
票
に
氏
名
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
午
前

９
時
4₅
分
の
受
付
終
了
後
に
傍
聴

希
望
者
が
定
員
を
超
え
て
い
た
場

合
は
、
抽
せ
ん
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
議
会
事
務
局

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

内
線
４
０
５

　
　
　

②
臼
井　
　

旬
氏

　
　
　

③
須
藤　

真
海
氏

　
　
　

④
斉
藤　

史
朗
氏

　

	　

選
挙
管
理
委
員
補
充
員
は
、

委
員
に
欠
員
が
生
じ
た
場
合
に

順
次
委
員
に
繰
り
上
げ
ら
れ
ま

す
。
な
お
、
委
員
、
補
充
員
と

も
に
４
月
21
日
付
け
で
就
任
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
４
年
で
す
。

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い

て
⋮
異
議
な
い
旨
答
申
︵
全
員

賛
成
︶

　

氏
名　

大
竹
ひ
ろ
子
氏
［
再
任
］

　

任
期　

３
年

▼
選
挙
管
理
委
員
及
び
同
補
充
員

の
選
挙

　
［
選
挙
管
理
委
員
］

　
　
　

佐
藤　

敦
子
氏

　
　
　

宮
㟢　

和
雄
氏

　
　
　

竹
村　

史
朗
氏

　
　
　

熊
倉　

正
顕
氏

　
［
同
補
充
員
］︵
順
位
別
︶

　
　
　

①
菊
池　
　

尚
氏

▼
個
人
情
報
保
護
委
員
の
委
嘱
に

つ
い
て
⋮
同
意
︵
全
員
賛
成
︶

　

氏
名　

髙
橋　

良
氏
［
再
任
］

　

任
期　

３
年

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い

て
⋮
異
議
な
い
旨
答
申
︵
全
員

賛
成
︶

　

氏
名　

髙
橋　

満
氏
［
新
任
］

　

任
期　

３
年　

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い

て
⋮
異
議
な
い
旨
答
申
︵
全
員

賛
成
︶

　

氏
名　

嶋
村　

敬
子
氏
［
新
任
］

　

任
期　

３
年

人
事
案
件

▼
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て
⋮
同

意
可
決
︵
全
員
賛
成
︶

　

氏
名　

柏
村　

淳
氏
［
再
任
］

　

任
期　

４
年

　

	　

３
月
19
日
、
副
市
長
に
柏
村

淳
氏
を
選
任
す
る
こ
と
が
本
会

議
で
同
意
可
決
さ
れ
、
副
市
長

は
、
４
月
１
日
付
で
就
任
︵
再

任
︶
し
ま
し
た
。

▼
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
⋮
同
意
︵
全
員
賛
成
︶

　

氏
名　

大
久
保
龍
太
氏
［
新
任
］

　

任
期　

４
年

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て
⋮
同
意

︵
全
員
賛
成
︶

　

氏
名　

杉
山　

賢
氏
［
再
任
］

　

任
期　

３
年

▼
情
報
公
開
審
査
委
員
の
委
嘱
に

つ
い
て
⋮
同
意
︵
全
員
賛
成
︶

　

氏
名　

髙
橋　

良
氏
［
再
任
］

　

任
期　

３
年

市議会第1回定例会日程概要

2月15日 全員協議会（予算大綱説明）

18日 議会運営委員会（議事日程等協議）

22日 本会議（第1日）会期を３月19日までの2₆日間
と決定、平成31年度施政方針・予算提案説明
全員協議会（議会運営委員会決定事項報告）

28日 本会議（第2日）一部議案の採決、議案の委員会
付託、平成31年度施政方針・予算に対する代表質問

3月1日 本会議（第３日）平成31年度施政方針・予算に
対する代表質問・質問、予算特別委員会の設置
及び委員の選任並びに平成31年度予算の付託、
陳情の委員会付託
予算特別委員会（正副委員長の互選等）

4日 教育民生常任委員会（議案・陳情の審査・採決）

5日 総務常任委員会（議案の審査・採決）

6日 予算特別委員会（2分科会）

7日 予算特別委員会（2分科会）

12日 予算特別委員会（総括質疑・採決）

13日 基地対策特別委員会（調査）

14日 総合的病院に関する特別委員会（陳情の審査・
採決、調査）

18日 議会運営委員会（追加案件等協議）

19日 全員協議会（市長報告）
本会議（第4日）議案の委員長報告・採決、追
加議案、意見書案の採決、陳情審査の結果報告、
結論が出なかった陳情の閉会中継続審査了承

柏村　淳　副市長
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論
が
出
な
か
っ
た
た
め
、
閉
会
中

継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

総
合
的
病
院
に
関
す
る
特
別
委
員
会

▼
市
民
が
望
む
総
合
的
病
院
の
実

現
に
関
す
る
陳
情

▼
総
合
的
病
院
・
市
民
が
真
に
必

要
と
す
る
医
療
を
求
め
る
陳
情

の
抜
本
的
な
改
善
に
よ
っ
て
私
学

経
営
の
安
定
を
図
り
、
保
護
者
の

学
費
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
は
、

県
政
の
急
務
で
あ
る
た
め
、
憲

法
、
教
育
基
本
法
及
び
子
ど
も
の

権
利
条
約
の
理
念
に
基
づ
い
て
、

私
学
助
成
の
一
層
の
充
実
を
図
る

よ
う
、
神
奈
川
県
に
対
し
て
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
を
切
望
す

る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
陳
情
は
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、

賛
成
少
数
で
不
了
承
と
な
り
ま
し

た
。

▼
国
に
対
し
て
﹁
学
童
保
育
指
導

員
の
資
格
と
配
置
基
準
の
堅
持

を
求
め
る
意
見
書
﹂
の
提
出
を

求
め
る
陳
情

　

逗
子
市
学
童
保
育
連
絡
協
議
会

会
長　

林
真
哉
さ
ん
か
ら
提
出
さ

れ
た
も
の
で
、
学
童
保
育
支
援
員

の
資
格
と
配
置
基
準
の
堅
持
を
求

め
る
意
見
書
を
国
に
対
し
て
提
出

す
る
こ
と
を
切
望
す
る
、
と
い
う

も
の
で
す
。

　

こ
の
陳
情
は
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
結
論

が
出
な
か
っ
た
陳
情

　

次
の
陳
情
は
、
今
定
例
会
で
結

提
出
さ
れ
た
陳
情
の

要
旨
・
審
査
結
果

▼
国
に
私
学
助
成
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳

情

　

神
奈
川
私
学
助
成
を
す
す
め
る

会
代
表　

長
谷
川
正
利
さ
ん
か
ら

提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
私
学
に
通

う
生
徒
・
保
護
者
の
学
費
負
担
の

軽
減
及
び
私
学
教
育
本
来
の
良
さ

を
一
層
発
揮
さ
せ
る
教
育
条
件
の

維
持
と
向
上
を
図
る
た
め
、
就
学

支
援
金
制
度
と
経
常
費
助
成
費
補

助
金
の
大
幅
拡
充
は
当
然
の
方
向

で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
動
き
に
か

か
っ
て
い
る
。
憲
法
、
教
育
基
本

法
及
び
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
理

念
に
基
づ
い
て
、
私
学
助
成
の
一

層
の
充
実
を
図
る
よ
う
、
国
に
対

し
て
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
を

切
望
す
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
陳
情
は
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
に
付
託
。
審
査
の
結
果
、

賛
成
少
数
で
不
了
承
と
な
り
ま
し

た
。

▼
神
奈
川
県
に
私
学
助
成
の
拡
充

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
陳
情

　

神
奈
川
私
学
助
成
を
す
す
め
る

会
代
表　

長
谷
川
正
利
さ
ん
か
ら

提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
私
学
助
成

声の議会報のご案内
　視覚障がい者のために、声の議会
報として「ずし市議会だより」のCD
を用意しています。
　お気軽にご利用ください。
　ご希望の方は、議会事務局へ。

内線405

令和元年第2回定例会の予定

6月 ₇ 日（金）
議会運営委員会
（第2回定例会の日程等協議）

6月1₂日（水） 第 2 回定例会招集

【
会
議
日
程
】
定
例
会
及
び
委
員
会
の

各
種
情
報
︵
日
程
︑
質
問
項
目
等
︶
が

ご
覧
に
な
れ
ま
す
︒

【
議
会
だ
よ
り
】
最
新
号
及
び
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
︒

【
傍
聴
の
手
続
き
】
傍
聴
が
で
き
る
会

議
︑
手
続
き
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
︒

【
請
願
・
陳
情
の
手
続
き
】
請
願
・
陳

情
の
流
れ
︑
提
出
方
法
な
ど
を
掲
載
し

て
い
ま
す
︒

【
本
会
議
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
】
本

会
議
の
ラ
イ
ブ
中
継
及
び
録
画
映
像
を

ご
覧
に
な
れ
ま
す
︒

【
会
議
録
の
検
索
】
昭
和
₅₈
年
以
降
の

本
会
議
録
及
び
各
委
員
会
等
の
記
録
が

検
索
で
き
ま
す
︒ 

　
こ
の
他
に
︑
議
案
概
要
と
審
議
結
果
︑

議
長
交
際
費
︑
政
務
活
動
費
な
ど
の
状

況
も
掲
載
し
て
い
ま
す
︒

　
本
市
議
会
で
は
︑
市
民
の
皆
さ
ん
に

正
確
な
情
報
を
迅
速
に
お
伝
え
す
る
た

め
︑
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
発
信
し
て
い
ま
す
︒

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か

ら
い
ろ
い
ろ
な
メ
ニ
ュ
ー
を
選
択
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
︒
今
回
は
︑
掲
載
し

て
い
る
主
な
も
の
を
ご
紹
介
し
ま
す
︒

【
市
議
会
議
員
名
簿
等
】
議
員
の
₅0
音

順
・
顔
写
真
入
り
名
簿
を
は
じ
め
各
種

名
簿
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
︒
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本
特
別
委
員
会
は
、
３
月
６
日
、

７
日
に
総
務
及
び
教
育
民
生
の
各

常
任
委
員
会
の
所
管
事
務
を
分
担

し
た
分
科
会
で
詳
細
な
審
査
を
行

い
、
12
日
に
は
市
長
、
副
市
長
、

教
育
長
及
び
関
係
職
員
が
出
席

し
、
総
括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

質
疑
は
会
派
ご
と
に
、
議
員
１
人

当
た
り
1₅
分
の
持
ち
時
間
で
、
全

会
計
全
般
に
つ
い
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
質
疑
終
了
後
、
採
決
を
行
い

ま
し
た
。
表
決
の
結
果
、
一
般
会

計
予
算
案
並
び
に
３
特
別
会
計
予

算
案
及
び
下
水
道
事
業
会
計
予
算

案
は
、
い
ず
れ
も
原
案
を
全
員
賛

成
で
可
決
し
ま
し
た
。

当
初
予
算
案
に
対
す

る
本
会
議
で
の
討
論

　

３
月
19
日
の
本
会
議
に
お
い
て

行
わ
れ
た
当
初
予
算
案
に
対
す
る

賛
成
の
意
見
は
、
概
ね
次
の
よ
う

な
も
の
で
し
た
。

▼
一
般
会
計
並
び
に
３
特
別
会
計

及
び
下
水
道
事
業
会
計
の
全
て

の
予
算
に
賛
成
の
立
場

　

本
市
の
財
政
状
況
は
、
極
め
て

初
予
算
比
４
・
２
％
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

▼
平
成
₃1
年
度
下
水
道
事
業
会
計

予
算
⋮
原
案
可
決
︵
全
員
賛
成
︶

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
２
８

億
６
１
０
１
万
５
０
０
０
円
で
、

前
年
度
下
水
道
事
業
当
初
予
算
比

９
・
３
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

下
水
道
事
業
会
計
は
平
成
31
年
度

よ
り
、
特
別
会
計
か
ら
公
営
企
業

会
計
へ
移
行
し
ま
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会

　

３
月
１
日
の
本
会
議
で
議
長
を

除
く
委
員
1₆
名
で
構
成
す
る
予
算

特
別
委
員
会
の
設
置
を
決
定
し
、

委
員
の
選
任
、
平
成
31
年
度
一
般

会
計
予
算
案
並
び
に
３
特
別
会
計

予
算
案
及
び
下
水
道
事
業
会
計
予

算
案
の
付
託
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
会
議
終
了
後
、
本
特
別
委
員

会
を
開
会
し
、
正
副
委
員
長
の
互

選
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

　

委
員
長　
　

髙
谷
清
彦
委
員

　

副
委
員
長　

匂
坂
祐
二
委
員

を
選
任
し
ま
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
経
過

議
案
の
審
議
結
果

▼
平
成
₃1
年
度
一
般
会
計
予
算
⋮

原
案
可
決
︵
全
員
賛
成
︶

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
１
８

２
億
８
０
０
０
万
円
で
、
前
年
度

当
初
予
算
比
０
・
３
％
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

▼
平
成
₃1
年
度
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
予
算
⋮
原
案
可
決

︵
全
員
賛
成
︶

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
６
４

億
９
２
７
０
万
円
で
、
前
年
度
当

初
予
算
比
２
・
７
％
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

▼
平
成
₃1
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

事
業
特
別
会
計
予
算
⋮
原
案
可

決
︵
全
員
賛
成
︶

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
１
２

億
６
２
０
万
円
で
、
前
年
度
当
初

予
算
比
２
・
３
％
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。

▼
平
成
₃1
年
度
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
予
算
⋮
原
案
可
決
︵
全

員
賛
成
︶

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
６
７

億
１
５
６
０
万
円
で
、
前
年
度
当

平成31年度

一
般
会
計
・
3
特
別
会
計
・
下
水
道
事
業
会
計
予
算
案

平成31年度当初予算額 （単位：千円）

会　　計　　別 平成31年度 平成30年度 比　　較 伸　　率

一 般 会 計 18,280,000 18,227,000 53,000 0.3%

特 別 会 計 14,414,500 15,716,900 △1,302,400 △8.3%

国 民 健 康 保 険 事 業 6,492,700 6,670,300 △177,600 △2.7%

後期高齢者医療事業 1,206,200 1,234,600 △28,400 △2.3%

介 護 保 険 事 業 6,715,600 6,445,100 270,500 4.2%

下 水 道 事 業 ― 1,366,900 △1,366,900 皆減

公 営 企 業 会 計 2,861,015 ― 2,861,015 皆増

下 水 道 事 業 2,861,015 ― 2,861,015 皆増

合 計 35,555,515 33,943,900 1,611,615 4.7%

※下水道事業は、平成31年度より、特別会計から公営企業会計へ移行しました。
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歳入 歳出

自主財源 11,068,271（
60.5%

）

依存財
源 

7,2
11
,7
29
（
39
.5%

）

市税市税
9,279,332
（50.8%）
9,279,332
（50.8%）

国庫支出金国庫支出金
2,422,255
（13.2%）
2,422,255
（13.2%）

人件費
4,816,136
（26.3%）

義務的経費 11,293,296（61.8%） その他の経費 6,760,823（37.0%）

扶助費
4,550,060
（24.9%）

公債費
1,927,100
（10.6%）

物件費
3,124,526
（17.1%）

繰出金
2,393,074
（13.1%）

その他
1,243,223
（6.8%）

投資的経費
225,881
（1.2%）

市債市債
888,900
（4.9%）
888,900
（4.9%）

地方交付税地方交付税
1,198,000
（6.5%）
1,198,000
（6.5%）

県支出金県支出金
1,233,534
（6.7%）
1,233,534
（6.7%）

その他その他
3,257,979
（17.9%）
3,257,979
（17.9%）

民生費民生費
8,350,509
（45.7%）
8,350,509
（45.7%）

総務費総務費
2,598,264
（14.2%）
2,598,264
（14.2%）

教育費教育費
1,294,968
（7.1%）
1,294,968
（7.1%）

公債費公債費
1,927,100
（10.6%）
1,927,100
（10.6%）

衛生費衛生費
1,631,141
（8.9%）
1,631,141
（8.9%）

土木費土木費
1,222,978
（6.7%）
1,222,978
（6.7%）

その他その他
1,255,040
（6.8%）
1,255,040
（6.8%）

（単位：千円）

歳 入 の 内 訳

性質別歳出の内訳

目的別歳出の内訳

深
刻
な
財
源
不
足
を
生
み
、
平
成

29
年
度
予
算
の
一
部
執
行
停
止
、

そ
し
て
平
成
30
年
度
予
算
か
ら
本

格
的
な
「
財
政
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
た
結

果
、
職
員
給
与
の
減
額
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
後
退
、
事
業
の
縮
小
、

廃
止
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
一
方
、

新
年
度
予
算
で
は
、
小
児
医
療
費

助
成
事
業
の
対
象
者
が
拡
大
さ

れ
、
10
事
業
が
復
活
し
た
。
し
か

し
、
内
容
が
縮
小
さ
れ
た
ま
ま
の

事
業
も
あ
り
、
市
民
の
期
待
に
応

え
き
れ
て
い
な
い
。
本
市
の
抱
え

る
財
政
問
題
の
大
き
さ
を
強
く
感

じ
、
財
政
再
建
に
取
り
組
む
よ
う

求
め
る
。

▼
一
般
会
計
並
び
に
３
特
別
会
計

及
び
下
水
道
事
業
会
計
の
全
て

の
予
算
に
賛
成
の
立
場

　

10
年
間
の
財
政
見
通
し
で
は
、

２
０
２
０
年
度
か
ら
毎
年
５
億
円

も
の
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
を

見
込
み
、
新
年
度
で
は
同
対
策
の

実
施
計
画
の
策
定
が
必
要
に
な
る

が
、
既
存
施
設
の
延
命
化
に
先
だ

ち
、
全
施
設
を
対
象
と
し
た
統
廃

合
や
再
配
置
、
市
有
地
の
売
却
益

な
ど
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
計
画
化
す

べ
き
で
あ
る
。
新
市
政
最
大
の
命

題
で
あ
る
歳
入
創
出
に
つ
い
て
、

葉
山
町
と
の
廃
棄
物
共
同
処
理
に

よ
り
、
２
０
１
７
年
度
と
の
比
較

で
１
億
５
０
０
０
万
円
以
上
を
見

込
む
新
年
度
予
算
に
期
待
す
る

が
、
２
０
１
８
年
度
決
算
の
結
果

か
ら
事
業
の
復
旧
を
慎
重
に
検
討

す
る
と
し
な
が
ら
新
た
に
福
祉
関

連
事
業
な
ど
を
削
減
し
続
け
る
こ

と
は
疑
問
で
あ
る
。
将
来
を
見
据

え
た
計
画
性
と
歳
入
創
出
、
市
民

理
解
と
協
働
の
実
現
を
求
め
る
。

182億8000万円平成31年度　一般会計予算
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代
表
質
問
の
要
旨

施
政
方
針

に
対
す
る

る
。
ど
の
よ
う
な
形
態
を
考

え
て
い
る
の
か
。

市
長　

専
業
主
婦
７
割
か
ら

共
働
き
７
割
以
上
に
変
わ
っ

て
き
た
現
状
か
ら
保
護
者
の

負
担
軽
減
を
行
う
必
要
が
あ

り
、
そ
の
た
め
の
ニ
ー
ズ
調

査
を
実
施
す
る
。
施
設
の
場

所
等
に
つ
い
て
は
、
関
係
者

と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

	

不
評
の
ボ
ッ
ク
ス
ラ
ン
チ

の
方
針
出
る
!!

問　

今
年
度
末
で
、
中
学
校

の
ボ
ッ
ク
ス
ラ
ン
チ
の
契
約

が
満
了
と
な
る
。
中
学
校
給

食
を
小
学
校
同
様
、
食
缶
方

式
に
変
更
を
求
め
る
決
議
が

議
会
で
可
決
さ
れ
て
い
る
中

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

私
も
実
際
、
ボ
ッ
ク

ス
ラ
ン
チ
を
食
べ
、
お
い
し

か
っ
た
が
、
生
徒
の
残
食
の

多
さ
に
驚
い
た
。
も
う
し
ば

ら
く
現
場
の
検
証
を
し
、
残

食
の
原
因
を
調
べ
る
な
ど
対

策
を
練
り
、
来
年
度
中
に
結

論
を
出
し
た
い
。

※
こ
の
他
に
総
合
的
病
院
の

誘
致
、
池
子
米
軍
家
族
住
宅

に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

単
に
は
切
れ
な
い
。
こ
の
１

年
で
し
っ
か
り
検
証
す
る
。

　
結
果
に
コ
ミ
ッ
ト　

目
標
値
な
い
経
営
は
ダ
メ

問　

臨
時
財
政
対
策
債
は
既

に
１
０
０
億
円
近
く
に
な
り

こ
れ
以
上
市
債
を
発
行
す
べ

き
で
な
い
。
歳
入
の
範
囲
内

で
や
り
く
り
を
す
る
た
め
、

県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
人
件

費
を
削
減
す
る
つ
も
り
は
あ

る
の
か
。
具
体
的
な
数
値
目

標
は
ど
う
か
。

市
長　

歳
出
削
減
の
た
め
、

人
件
費
の
見
直
し
、
削
減
を

行
う
。
具
体
的
な
数
値
目
標

は
な
い
が
、
長
期
に
わ
た
る

大
き
な
課
題
で
あ
る
の
で
、

し
っ
か
り
見
極
め
て
い
く
。

公
立
保
育
園
の
民
営
化

早
く
実
現
を

問　

駅
前
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
関
し
鉄
道
事
業
者
と
の

協
議
が
始
ま
り
、
私
た
ち
が

求
め
て
き
た
施
策
の
実
現
に

向
け
動
き
出
そ
う
と
し
て
い

い
つ
ま
で
先
送
り
？

も
う
限
界
に
き
つ
つ
あ
る

問　

平
成
31
年
度
で
緊
急
財

政
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
終
了

し
、
そ
の
後
も
同
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
継
続
す
る
が
、
大
幅
な

歳
入
増
が
見
込
め
な
い
中
、

思
い
切
っ
た
、
今
ま
で
以
上

の
厳
し
い
も
の
を
策
定
し
な

け
れ
ば
、
行
財
政
運
営
は
難

し
い
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ	

・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
は
大
変

重
要
で
あ
る
が
、
福
祉
に
し

て
も
教
育
に
し
て
も
そ
う
簡

借
金
百
億
円
突
破
!!
　
運
転
資
金
不
足

も
う
借
金
経
営
を
や
め
よ

立
憲
ク
ラ
ブ
　
髙
谷
　
清
彦
　
議
員

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
子
育
て

し
て
い
る
環
境
等
を
ア
ッ
プ

し
な
が
ら
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信

し
て
い
る
。
ま
た
、
空
き
家

の
活
用
を
目
指
し
た
空
き
家

バ
ン
ク
開
設
の
案
内
を
固
定

資
産
税
の
通
知
書
に
封
入
す

る
予
定
で
あ
る
。

働
き
な
が
ら
住
め
る
ま

ち
逗
子
を
目
指
せ
！

問　

新
た
な
現
役
世
代
を
呼

び
込
む
に
は
、
起
業
支
援
も

重
要
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
。

市
長　

現
在
も
市
、
商
工
会
、

金
融
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

創
業
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
い
く
。

源
と
は
い
か
な
る
も
の
か
。

市
長　

逗
子
海
岸
は
一
年
を

通
し
て
大
き
な
観
光
資
源
で

あ
る
。
海
に
関
し
て
は
、
小

坪
漁
港
エ
リ
ア
は
昔
な
が
ら

の
趣
の
あ
る
雰
囲
気
が
あ	

り
、
マ
リ
ー
ナ
と
の
融
合
等

に
よ
る
施
策
は
十
分
に
あ	

る
。
海
に
限
ら
ず
山
に
も
十

分
魅
力
が
あ
り
、
海
と
山
を

連
動
し
た
形
で
魅
力
の
発
信

を
し
て
い
き
た
い
。

移
住
促
進
と
空
き
家
対
策

で
逗
子
ら
し
い
街
並
を

問　

ま
ず
本
市
の
魅
力
を
知	

っ
て
も
ら
え
な
け
れ
ば
子
育

て
世
代
は
移
住
し
て
き
て
く

れ
な
い
。
魅
力
を
ど
の
よ
う

に
発
信
し
、
移
住
希
望
者
に

伝
え
て
い
く
の
か
。
ま
た
、

緑
と
海
を
有
す
る
豊
か
な
住

環
境
を
生
か
し
た
、
民
間
と

共
同
し
て
空
き
家
バ
ン
ク
創

設
を
検
討
し
な
い
の
か
。

市
長　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
逗
子
暮
ら
し
」
の
項
目
の

中
に
、
移
住
し
て
き
た
方
々

企
業
誘
致
・
起
業
支
援

で
財
政
構
造
の
転
換
！

問　

施
政
方
針
で
は
、
誘
致

企
業
の
職
種
な
ど
総
合
的
に

検
討
を
し
て
進
め
る
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
起
業
の
支

援
、
誘
致
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

市
長　

一
部
上
場
会
社
が
望

ま
し
い
が
、
た
だ
単
に
本
市

に
本
店
移
動
は
、
株
主
に
対

す
る
説
明
責
任
な
ど
で
大
変

難
し
い
問
題
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
そ
こ
で
、
資
産
管

理
会
社
等
に
働
き
か
け
し
て

い
く
。
起
業
支
援
は
、
今
の

時
代
に
合
っ
た
経
営
ア
ド
バ

イ
ス
な
ど
を
し
て
い
く
。

逗
子
の
魅
力
を
向
上
し

に
ぎ
わ
い
を
取
戻
せ
！

問　

市
長
は
、
観
光
資
源
を

再
整
備
し
、
に
ぎ
わ
い
を
つ

く
り
出
し
市
の
歳
入
増
を
図

る
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

市
民
と
市
外
か
ら
の
観
光
客

増
も
考
え
て
い
る
よ
う
だ	

が
、
再
整
備
す
べ
き
観
光
資

市
長
の
民
間
企
業
経
営
経
験
を
生
か
し

た
現
場
第
一
主
義
に
期
待
！

新
政
逗
子
　
八
木
野
太
郎
　
議
員

逗
子
な
ら
で
は
の
魅
力
向
上
！

（
小
坪
漁
港
）

更
な
る
大
幅
カ
ッ
ト
を
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代
表
質
問
の
要
旨

施
政
方
針

に
対
す
る

財
政
危
機
に
よ
る
市
政
の
閉
塞
感

新
市
長
の
も
と
で
財
政
再
建
の
道

日
本
共
産
党
逗
子
市
議
会
議
員
団
　
岩
室
　
年
治
　
議
員

財
政
状
況
を
ど
う
み
て

予
算
編
成
を
し
た
の
か

問　

市
長
は
今
回
の
施
政
方

針
で
、
財
政
問
題
は
待
っ
た

な
し
の
状
況
と
述
べ
、
引
き

続
き
財
政
再
建
の
取
組
を
進

め
る
必
要
性
を
強
調
し
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
な
ペ
ー
ス

で
進
め
て
い
く
の
か
。

市
長　

何
よ
り
も
財
政
対
策

の
継
続
に
取
組
む
た
め
一
生

懸
命
予
算
編
成
を
し
た
。
い

か
に
し
て
収
入
と
支
出
の
バ

ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
、
市

民
の
安
心
・
安
全
を
担
っ
て

い
く
の
か
と
い
う
大
変
大
き

な
課
題
で
あ
る
。
税
収
増
に

つ
な
が
る
企
業
誘
致
や
起
業
、

創
業
す
る
人
た
ち
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
、
本
市
の
発
展
の
た

め
２
年
で
方
向
性
を
示
し
た

い
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
助
成

代
理
受
領
制
度
導
入
を

問　

補
助
制
度
の
仕
組
み
と

し
て
、
市
民
の
負
担
軽
減
か

ら
既
に
他
市
町
村
で
導
入
さ

れ
て
い
る
代
理
受
領
制
度
を

導
入
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

市
長　

現
在
は
全
額
負
担
い

た
だ
き
市
に
手
続
き
後
、
一

定
額
が
補
助
さ
れ
る
。
今
後
、

制
度
の
再
構
築
や
事
業
者
と

の
調
整
も
必
要
だ
が
、
全
額

を
一
時
期
に
立
替
え
を
し
な

く
て
も
済
む
制
度
で
あ
り
、

導
入
の
検
討
を
し
て
い
き
た

い
。

プ
ー
ル
無
料
券
復
活
が

10
枚
券
と
な
っ
た
理
由

問　

こ
の
無
料
券
は
、
今
年

度
１
人
１
回
分
を
一
枚
の
配

付
で
子
供
の
利
用
者
数
が
激

減
し
た
。
新
年
度
は
、
な
ぜ

無
料
券
で
は
な
く
て
10
枚
な

の
か
。

市
長　

10
枚
配
布
し
て
様
々

な
デ
ー
タ
の
取
得
を
考
え
て

い
る
。
学
校
区
ご
と
に
色
分

け
、
番
号
を
付
け
て
完
全
に

使
い
切
る
率
や
学
校
区
ご
と

の
影
響
な
ど
の
状
況
を
把
握

し
て
、
必
要
な
ら
無
料
券
も

次
年
度
に
検
討
す
る
。

国
保
法
定
外
繰
入
ゼ
ロ

の
方
針
は
慎
重
に
す
べ
き

問　

法
定
外
繰
入
金
が
ゼ
ロ

は
県
下
で
10
自
治
体
ほ
ど
あ

る
。
前
市
長
は
、
繰
入
金
を

な
く
す
と
し
て
い
た
が
、
他

の
市
町
村
は
極
め
て
慎
重
に

な
っ
て
い
る
背
景
が
あ
り
、

そ
の
理
由
は
多
く
の
市
民
の

命
と
健
康
に
直
結
し
、
経
済

的
な
影
響
を
考
慮
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
今
後
の
方

針
を
伺
う
。

市
長　

本
年
は
、
財
政
対
策

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
従
い
減
額
は

慎
重
に
考
え
る
。
来
年
度
以

降
は
財
政
状
況
を
見
て
、
検

討
し
て
い
く
。

が
、
ど
の
よ
う
に
所
有
者
の

理
解
を
求
め
て
い
く
の
か
。

市
長　

地
権
者
に
建
物
の
一

部
の
権
利
を
等
し
く
所
有
し

て
い
た
だ
く
、
等
価
交
換
方

式
を
原
則
と
し
て
交
渉
を
進

め
る
。
ま
た
、
駅
裏
の
土
地

の
有
効
活
用
に
つ
い
て
JR
側

と
協
議
を
図
っ
て
い
く
。

放
課
後
学
習
支
援
事
業

本
来
の
目
的
忘
れ
る
な

問　

こ
の
事
業
の
目
的
は
、

経
済
的
理
由
、
家
庭
の
事
情

に
よ
り
、
家
庭
で
の
学
習
が

困
難
、
学
習
習
慣
が
十
分
身

に
付
い
て
い
な
い
子
供
た
ち

へ
の
支
援
で
あ
る
。
効
果
は

み
ら
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

現
在
14
名
の
中
学

生
が
登
録
し
、
平
成
31
年
２

月
ま
で
に
延
べ
２
０
０
名
の

参
加
が
あ
り
、
サ
ポ
ー
タ
ー

と
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
学
習
を

進
め
、
学
習
習
慣
を
身
に
付

け
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

た
だ
し
、
日
曜
日
の
参
加
者

は
少
な
く
、
来
年
度
は
平
日

を
中
心
に
実
施
し
て
い
く
。

※
こ
の
他
に
総
合
的
病
院
の

誘
致
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

は
、
事
業
者
と
相
談
し
な
が

ら
返
礼
品
に
加
え
て
い
く
。

公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の

ミ
ニ
バ
ス
要
望
実
現
を

問　

ア
ー
デ
ン
ヒ
ル
や
ア
ザ

リ
エ
地
区
で
の
ミ
ニ
バ
ス
の

運
行
や
運
行
拡
大
、
高
齢
者

や
障
が
い
の
あ
る
方
の
移
動

手
段
と
し
て
ミ
ニ
バ
ス
の
導

入
の
検
証
な
ど
を
、
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

市
長　

京
浜
急
行
バ
ス
と
大

学
と
の
連
携
に
よ
る
実
証
実

験
、
事
業
者
と
そ
の
系
列
店

舗
の
連
絡
バ
ス
の
運
行
な
ど

近
隣
自
治
体
で
様
々
な
例
が

あ
り
、
そ
の
中
か
ら
本
市
で

で
き
る
も
の
を
模
索
し
、
取

り
組
ん
で
い
く
。

JR
東
逗
子
駅
周
辺
の

価
値
最
大
化
へ
工
夫
を

問　

JR
東
逗
子
駅
前
用
地
の

有
効
活
用
に
つ
い
て
、
南
側

に
隣
接
す
る
民
有
地
も
一
体

的
に
利
活
用
し
、
価
値
を
最

大
限
発
揮
す
る
と
し
て
い
る

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

課
題
解
決
サ
ー
ビ
ス
を

問　

ふ
る
さ
と
納
税
の
流
失

額
を
埋
め
る
た
め
に
、
空
き

家
管
理
サ
ポ
ー
ト
や
高
齢
者

見
守
り
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
人

的
サ
ー
ビ
ス
を
返
礼
品
に
加

え
て
は
ど
う
か
。

市
長　

空
き
家
管
理
サ
ポ
ー

ト
に
つ
い
て
は
所
管
と
の
協

議
を
終
え
、
返
礼
品
の
登
録

申
請
を
行
う
準
備
に
入
っ
て

い
る
。
高
齢
者
の
方
の
お
元

気
確
認
サ
ー
ビ
ス
な
ど
安
心

を
確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス	

財
政
再
建
は
生
産
性
向
上
で
解
決

現
場
の
声
を
聞
く
市
政
改
革
を
！

公
明
党
　
田
幡
　
智
子
　
議
員

ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
費
用
・
市
民
の

負
担
軽
減
制
度
導
入
へ

サ
ロ
ン
で
体
操
　
体
が
柔
ら
か

く
温
ま
り
ま
す
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代
表
質
問
・
質
問
の
要
旨

施
政
方
針

に
対
す
る

計
画
に
対
し
、
市
長
は
自
然

環
境
に
配
慮
し
て
い
る
と
評

価
し
て
い
る
。
横
須
賀
基
地

は
、
米
軍
の
増
強
が
進
ん
で

い
る
現
状
が
あ
る
中
、
自
然

環
境
が
守
ら
れ
、
恒
久
化
に

つ
な
が
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
の
か
。

市
長　

本
市
の
最
終
的
な
目

標
は
あ
く
ま
で
池
子
の
森
の

全
面
返
還
で
あ
る
。
今
回
の

整
備
計
画
は
生
活
環
境
の
改

善
を
行
う
も
の
で
、
基
地
の

恒
久
化
に
つ
な
が
る
も
の
で

は
な
い
と
聞
い
て
お
り
、
引

き
続
き
交
渉
を
進
め
て
い
く

が
、
今
後
も
お
互
い
に
歩
み

寄
れ
る
ぎ
り
ぎ
り
の
線
を

探
っ
て
い
く
し
か
な
い
と
考

え
て
い
る
。

空
き
家
の
活
用
を
視
野

に
多
世
代
の
居
場
所
を

問　

新
た
に
公
共
施
設
を
作

る
こ
と
は
、
人
口
減
少
の
問

題
か
ら
将
来
、
大
き
な
リ
ス

ク
が
あ
る
。
空
き
家
の
活
用

も
視
野
に
入
れ
、
昼
間
は
高

齢
者
の
見
守
り
や
食
事
の
提

供
を
す
る
、
平
日
の
午
後
は

小
学
生
の
居
場
所
と
し
て
活

用
す
る
な
ど
、
小
さ
な
地
域

の
単
位
で
多
世
代
の
居
場
所

づ
く
り
を
考
え
て
は
ど
う	

か
。

市
長　

既
存
の
建
物
を
維
持

す
る
だ
け
で
も
大
き
な
予
算

を
要
す
る
た
め
、
新
た
な
も

の
は
で
き
る
だ
け
控
え
る
方

針
で
あ
る
。
現
在
の
施
設
等

を
ど
れ
だ
け
有
効
に
使
っ
て

い
け
る
か
が
、
今
後
の
最
大

の
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

米
軍
基
地
内
の
新
施
設

計
画
、
必
要
性
に
疑
問 

問　

池
子
米
軍
住
宅
地
区
内

の
生
活
支
援
施
設
等
の
整
備

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

待
機
児
童
対
策
は
急
務

問　

本
市
の
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
制
度
の
下
、
小
規
模

保
育
事
業
等
の
待
機
児
童
対

策
が
進
む
こ
と
で
、
同
時
に

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
入
所

希
望
児
童
数
が
増
加
し
、
更

に
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待

機
児
童
が
顕
著
と
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
施
設
と
財

源
不
足
の
問
題
が
生
じ
て
く

る
が
、
学
齢
期
以
降
の
待
機

児
童
対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長　

今
年
度
、
次
期
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

の
策
定
の
た
め
、
保
護
者
へ

の
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
て

い
る
。
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

は
子
育
て
世
代
の
転
入
支
援

策
と
し
て
も
意
義
が
あ
り
、

各
小
学
校
区
の
状
況
を
精
査

し
、
小
学
校
施
設
や
公
共
施

設
な
ど
既
存
施
設
の
更
な
る

活
用
を
中
心
と
し
て
、
出
来

得
る
限
り
の
対
策
を
講
じ
て

い
く
。

失
わ
れ
た
30
年
で
市
の
財
政
事
情

は
一
変
。
財
政
収
支
の
安
定
化
を

無
会
派
　
根
本
　
祥
子
　
議
員

け
る
機
会
を
確
保
す
る
こ
と

は
重
要
だ
と
捉
え
て
い
る
。

学
校
教
育
及
び
支
援
教
育
の

充
実
に
つ
い
て
、
市
長
の
所

見
を
聞
き
た
い
。

市
長　

全
て
の
子
供
に
必
要

な
支
援
を
行
う
と
い
う
、
支

援
教
育
の
考
え
方
は
大
変
大

事
で
あ
る
。
必
要
な
と
き
に

必
要
な
と
こ
ろ
に
支
援
が
図

ら
れ
る
よ
う
、
学
校
教
育
の

充
実
に
取
組
ん
で
い
く
。

※
こ
の
他
に
、
共
に
生
き
、

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ふ
れ
あ

い
の
ま
ち
、
自
然
と
人
間
を

共
に
大
切
に
す
る
ま
ち
、
新

し
い
地
域
の
姿
を
示
す
市
民

主
権
の
ま
ち
に
つ
い
て
の
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

は
、
近
隣
地
域
で
行
わ
れ
て

い
る
取
組
も
見
学
し
た
。
市

内
で
行
わ
れ
て
い
る
事
例
も

あ
り
情
報
収
集
し
な
が
ら
、

可
能
性
を
詰
め
て
い
る
。

市
民
の
暮
ら
し
を
支
え

る
商
工
業
振
興
策
と
は

問　

市
長
は
、
商
工
会
長
な

ど
歴
任
し
て
い
る
の
で
、
商

店
街
や
商
工
業
の
発
展
も
重

要
だ
と
認
識
し
て
い
る
と
思

う
が
、
今
後
の
振
興
策
を
伺

い
た
い
。

市
長　

今
後
も
起
業
す
る
方

の
促
進
や
支
援
は
継
続
し
て

市
と
共
に
取
組
み
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
共
に
力
を
携

え
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、

商
店
街
組
織
や
地
域
で
活
動

す
る
団
体
と
連
携
を
深
め
て

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

て
い
く
。

特
別
支
援
教
育
充
実

事
業
が
復
活
・
拡
充

問　

特
別
支
援
教
育
の
充
実

を
図
り
、
教
育
を
平
等
に
受

財
政
再
建
に
向
け
て

人
件
費
の
見
直
し
は

問　

職
員
の
平
均
給
与
が
平

成
29
年
４
月
現
在
、
全
国
で

も
高
水
準
と
い
う
こ
と
で
、

改
善
を
進
め
て
い
く
と
の
こ

と
だ
が
、
ど
の
あ
た
り
を
改

善
し
て
い
く
の
か
。

市
長　

平
均
給
与
を
分
析
す

る
と
、
諸
手
当
が
平
均
給
与

を
引
き
上
げ
て
い
る
要
因
で

あ
り
、
地
域
手
当
な
ど
が
適

正
か
ど
う
か
、
検
討
す
る
。

高
齢
者
の
移
動
手
段

公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
を

問　

公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の

導
入
の
実
証
実
験
へ
向
け
た

取
組
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る	

が
、
実
現
に
向
け
て
は
難
し

い
制
約
等
も
見
込
ま
れ
、

様
々
な
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス

が
あ
る
な
か
、
ど
の
よ
う
な

取
組
を
し
て
い
く
の
か
。

市
長　

公
共
交
通
の
充
実
に

向
け
て
、
様
々
な
事
例
を
収

集
し
て
、
実
証
実
験
に
向
け

た
準
備
を
し
て
い
る
。
先
日

市
民
が
安
全
・
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

市
政
ク
ラ
ブ
　
匂
坂
　
祐
二
　
議
員

市
民
の
暮
ら
し
を

支
え
る
商
店
街

学
習
支
援
を
行
っ
て
い
る

体
験
学
習
施
設
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今定例会で可決した意見書を関係機関に送付しました

学童保育指導員の資格と配置基準の堅持を求める意見書
　平成27年より子ども・子育て支援新制度が本格

施行され、児童福祉法により従うべき基準として、

放課後児童クラブには放課後児童支援員の複数配

置が定められ、その内容が厚生労働省令で示され

ている。また、学童保育指導員の処遇改善のため

の予算措置も行われている。

　一方、地方分権改革の提案募集において、全国

的に学童保育指導員、特に資格者である放課後児

童支援員の人材不足が深刻化し、運営に支障が生

じているとして、規制緩和を求める提案が国に提

出されている。

　仮に、現在より低い配置基準になった場合、子

供の安全を守ることができず、遊びや活動の制限

をせざるを得ない等、学童保育での生活が保障で

きなくなるおそれがあり、学童保育指導員の質の

確保と処遇の改善を講じる必要がある。

　よって逗子市議会は国に対し、学童保育指導員

の資格と配置基準を堅持するよう要望する。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を

提出する。

　平成31年３月19日	 逗	子	市	議	会

プラスチックごみによる深刻化する海洋汚染に実効性のある対策を求める意見書
　近年、プラスチックごみによる海洋汚染が深刻

化している。中でもレジ袋やペットボトルなどの

プラスチック製の容器包装が細かく砕け海に流出し、

劣化や波によって5ミリ以下のプラスチック粒子

となったマイクロプラスチックはポリ塩化ビフェ

ニルなど有害物質を吸着する性質を持っており、

海洋生物が飲み込むと体内に蓄積されるため生態

系への悪影響が懸念されている。

　マイクロプラスチックは分解されにくく微小で

あるため回収できないことから、陸上の段階での

プラスチックの管理の徹底と３Rの着実な取組が

求められる。

　平成30年6月9日にカナダで開催されたG7シャ

ルルボワ・サミットにおいて、海のプラスチック

量を減らすため、2030年までに全てのプラスチッ

ク製品を再利用若しくはリサイクル可能なものにし、

不必要な使い捨てプラスチック使用を大幅削減、

代替品も環境への影響を考慮することなどを盛り

こんだ、自国でのプラスチック規制強化を進める

ための海洋プラスチック憲章が取りまとめられた。

　海とのつながりが深い逗子市においてプラスチッ

クごみが自然環境に与える影響は決して看過でき

ない問題である。

　プラスチックごみの対策が世界共通の課題とな

る中、周囲を海に囲まれ、海洋汚染の影響を受け

やすい日本こそ議論をリードすべきである。

　よって、逗子市議会は国に対し、次のことを強

く要望する。

1　海洋プラスチック憲章への署名

2　	マイクロプラスチックを含む海洋ごみの量と

分布を把握するための調査を推進すること

３　	2030年までにマイクロプラスチック削減へ法

的規制を検討すること

4　	地方公共団体が機動的に活用できる財源措置

を行うこと

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を

提出する。

平成31年３月19日	 逗	子	市	議	会
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会　　　　　派　　　　　名 新政逗子 立憲クラブ 公明党 日本
共産党

市政
クラブ

真・無所
属の会

無
会
派

件　　　　　　　　　　　　名

付
託
委
員
会

議　　決　　結　　果

佐
藤
恵
子

眞
下
政
次

丸
山
治
章

八
木
野
太
郎

菊
池
俊
一

中
西
直
美

加
藤
秀
子

髙
谷
清
彦

田
幡
智
子

田
中
英
一
郎

岩
室
年
治

橋
爪
明
子

髙
野
　
毅

匂
坂
祐
二

飯
山
圭
一

松
本
　
寛

根
本
祥
子

市長提出議案等
逗子市と葉山町との容器包装プラスチック処理施設の整備運営
に関する事務の事務委託に係る協議について 総 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇

逗子市常勤特別職職員の給与及び旅費に関する条例の一部改正
について 総 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇

逗子市職員給与条例及び逗子市一般職の任期付職員の採用等に
関する条例の一部改正について 総 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇

逗子市公共公益施設整備基金条例の一部改正等について 総 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇
逗子市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部改正について ― 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇

逗子市小児の医療費の助成に関する条例の一部改正について 教 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇

平成30年度逗子市一般会計補正予算（第10号） 総
教 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇

平成30年度逗子市国民健康保険事業特別会計補正予算（第 2 号） 教 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇

平成30年度逗子市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第 1 号）教 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇

平成30年度逗子市介護保険事業特別会計補正予算（第 1 号） 教 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇

平成30年度逗子市下水道事業特別会計補正予算（第 1 号） 総 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇

平成31年度逗子市一般会計予算 予 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇

平成31年度逗子市国民健康保険事業特別会計予算 予 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇

平成31年度逗子市後期高齢者医療事業特別会計予算 予 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇

平成31年度逗子市介護保険事業特別会計予算 予 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇

平成31年度逗子市下水道事業会計予算 予 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇

副市長の選任について ― 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇

公平委員会委員の選任について ― 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇

固定資産評価審査委員会委員の選任について ― 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇

情報公開審査委員の委嘱について ― 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇

個人情報保護委員の委嘱について ― 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇

人権擁護委員の推薦について（髙橋満氏） ― 異議ない
旨答申 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇

人権擁護委員の推薦について（嶋村敬子氏） ― 異議ない
旨答申 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇

人権擁護委員の推薦について（大竹ひろ子氏） ― 異議ない
旨答申 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇

議員提出意見書案
学童保育指導員の資格と配置基準の堅持を求める意見書 ― 可決 × × × × × 〇 〇 〇 × × 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇

プラスチックごみによる深刻化する海洋汚染に実効性のある対
策を求める意見書 ― 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ＊ 〇 〇 〇 〇

※　付託委員会：総…総務常任委員会　　教…教育民生常任委員会　　予…予算特別委員会　　－…委員会付託を省略
※　賛否状況：〇…賛成　　×…反対　　＊髙野議長は、採決に加わらない。
※　日本共産党：日本共産党逗子市議会議員団の略

第 １ 回 定 例 会 の 議 案 等 の 賛 否 状 況 一 覧
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た
め
、
議
会
の
承
認
を
求
め
た
も

の
で
す
。
こ
の
結
果
、
歳
出
の
合

計
は
２
１
９
２
万
８
０
０
０
円
の

増
額
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
予
算

現
額
は
１
８
３
億
１
９
２
万
８
０

０
０
円
と
な
り
ま
す
。

各
委
員
会
の
委
員

　

４
月
12
日
、
本
会
議
で
２
常
任

委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
の
各

委
員
の
選
任
を
行
い
、
こ
の
ほ
か

に
議
会
報
編
集
委
員
会
委
員
を
選

出
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
委
員
会
の
正
副
委
員

長
は
、
各
委
員
会
委
員
の
互
選
に

よ
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

※
各
委
員
会
の
委
員
構
成
は
14
面

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

の
税
率
の
特
例
の
見
直
し
な
ど
、

改
正
す
る
こ
と
に
緊
急
を
要
し
専

決
処
分
を
行
っ
た
た
め
議
会
の
承

認
を
求
め
た
も
の
で
す
。

▼
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
⋮

原
案
可
決(

全
員
賛
成)

　

介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
は
、
地
域
に
お
け
る
医

療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を

推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
よ

る
介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、

２
０
１
９
年
10
月
の
消
費
税
率

10
％
の
引
き
上
げ
に
合
わ
せ
て
更

に
低
所
得
者
の
保
険
料
の
軽
減
強

化
を
す
る
に
当
た
り
、
改
正
す
る

こ
と
に
緊
急
を
要
し
専
決
処
分
を

行
っ
た
た
め
、
議
会
の
承
認
を
求

め
た
も
の
で
す
。

▼
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
⋮

原
案
可
決(

全
員
賛
成)

　

平
成
31
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
︵
第
１
号
︶
は
、
福
祉
会
館
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
老
朽
化
に
伴
う
改

修
工
事
の
た
め
、
福
祉
会
館
維
持

管
理
事
業
４
７
１
万
３
０
０
０

円
、
国
の
風
し
ん
に
関
す
る
追
加

的
対
策
と
し
て
実
施
す
る
抗
体
検

査
及
び
予
防
接
種
等
の
費
用
増
加

に
伴
い
、
感
染
症
予
防
事
業
１
７

２
１
万
５
０
０
０
円
を
そ
れ
ぞ
れ

増
額
す
る
も
の
で
、
予
算
措
置
に

緊
急
を
要
し
専
決
処
分
を
行
っ
た

別
の
各
委
員
長
を
歴
任
。

議
案
の
審
議
結
果

▼
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
⋮

原
案
可
決(

全
員
賛
成)

　

市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
は
、
地
方
税
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、

固
定
資
産
税
の
規
定
に
つ
い
て
の

引
用
条
項
の
修
正
、
軽
自
動
車
税

　

４
月
12
日
、
議
員
選
出
の
監
査

委
員
の
選
任
に
つ
い
て
の
議
案
が

提
出
さ
れ
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

▼
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
　

同
意[

新
任](

全
員
賛
成)

　

氏
名　

眞
下
政
次
氏

眞
下
政
次
議
員
の
議
員
略
歴

　

平
成
６
年
初
当
選
以
来
７
期

目
。
議
長
、
副
議
長
、
基
地
対
策

特
別
・
総
合
的
病
院
に
関
す
る
特

　

４
月
12
日
、
本
会
議
に
お
い
て

副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
指
名

推
薦
に
よ
り
、
髙
谷
清
彦
議
員(

立

憲
ク
ラ
ブ)

が
第
₆₈
代
副
議
長
に
選

出
さ
れ
、
同
日
付
け
で
就
任
し
ま

し
た
。

髙
谷
清
彦
副
議
長
の
議
員
略
歴

　

平
成
1₈
年
初
当
選
以
来
４
期

目
。
監
査
委
員(

議
員
選
出
委
員)

、

総
務
常
任
・
基
地
対
策
特
別
・
予

算
特
別
・
決
算
特
別
・
議
会
報
編

集
委
員
会
の
各
委
員
長
、
総
合
計

画
審
議
会
委
員
を
歴
任
。

副
議
長
に
髙
谷
清
彦
氏
を
選
出

監
査
委
員
（
議
員
選
出
委
員
）

　
　
　
眞
下
政
次
氏
を
選
任

第２回臨時会
４月12日

※
地
方
自
治
法
第
１
９
６
条

第
１
項　

監
査
委
員
は
、(

中

略)

識
見
を
有
す
る
者
及
び

議
員
の
う
ち
か
ら
、
こ
れ
を

選
任
す
る
。

市議会第2回臨時会日程概要

4月10日 議会運営委員会（議事日程等協議）

12日 本会議 (第1日)　会期を4月12日の
1日間と決定、議案の採決、副議長
の辞職・選挙、常任・議会運営の各
委員の選任
全員協議会 (議会運営委員会決定事項
報告、市長報告)

髙谷清彦副議長

眞下政次監査委員

　

平
成
31
年
市
議
会
第
２
回
臨
時
会
は
、
４
月
12
日
の
１
日
間
の
会
期
で
開
会
し
ま

し
た
。
こ
の
臨
時
会
で
は
、
専
決
処
分
の
承
認
３
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
承
認
し
、
人
事
案
件
と
し
て
、
監
査
委
員
︵
議
員
選
出
委
員
︶
に

眞
下
政
次
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
丸
山
治
章
副
議
長
の
辞
職
に
よ
り
、

副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
副
議
長
に
髙
谷
清
彦
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
議
会
の
役
職
改
選
、
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
の

選
任
を
行
い
、
閉
会
し
ま
し
た
。
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各
委
員
会
の
構
成
決
ま
る

基地対策特別委員会（8人）
氏　　名 会　派　名

◎丸山　治章 新政逗子
〇中西　直美 立憲クラブ
根本　祥子 無会派
田幡　智子 公明党
髙谷　清彦 立憲クラブ
岩室　年治 日本共産党
松本　　寛 真・無所属の会
八木野太郎 新政逗子

池子接収地返還及び池子米軍家族住
宅に関する調査、陳情等の審査を行
います。

議会報編集委員会（8人）
氏　　名 会　派　名

◎佐藤　恵子 新政逗子
〇岩室　年治 日本共産党
田幡　智子 公明党
中西　直美 立憲クラブ
匂坂　祐二 市政クラブ
飯山　圭一 真・無所属の会
眞下　政次 新政逗子
八木野太郎 新政逗子

議会の広報紙「ずし市議会だより」
を編集し、発行します。

教育民生常任委員会（8人）
氏　　名 会　派　名

◎田幡　智子 公明党
〇根本　祥子 無会派
加藤　秀子 立憲クラブ
橋爪　明子 日本共産党
匂坂　祐二 市政クラブ
飯山　圭一 真・無所属の会
佐藤　恵子 新政逗子
菊池　俊一 新政逗子

福祉部及び教育委員会の事務に関す
る調査、議案・陳情等の審査を行い
ます。

議会運営委員会（8人）
氏　　名 会　派　名

◎橋爪　明子 日本共産党
〇菊池　俊一 新政逗子
田中英一郎 公明党
加藤　秀子 立憲クラブ
匂坂　祐二 市政クラブ
松本　　寛 真・無所属の会
佐藤　恵子 新政逗子
丸山　治章 新政逗子

定例会等の日程、議会の運営、議会
会議規則・委員会条例等及び議長か
ら諮問された事項に関する協議、議
案・陳情等の審査を行います。

総務常任委員会（8人）
氏　　名 会　派　名

◎八木野太郎 新政逗子
〇松本　　寛 真・無所属の会
田中英一郎 公明党
中西　直美 立憲クラブ
髙谷　清彦 立憲クラブ
岩室　年治 日本共産党
眞下　政次 新政逗子
丸山　治章 新政逗子

経営企画部、総務部、市民協働部、
環境都市部、消防本部、選挙管理委
員会、監査委員及び他の委員会に属
さない所管の事務に関する調査、議
案・陳情等の審査を行います。

総合的病院に関する特別委員会（8人）
氏　　名 会　派　名

◎田中英一郎 公明党
〇匂坂　祐二 市政クラブ
加藤　秀子 立憲クラブ
橋爪　明子 日本共産党
飯山　圭一 真・無所属の会
佐藤　恵子 新政逗子
眞下　政次 新政逗子
菊池　俊一 新政逗子

総合的病院に関するすべての事項の
審査を行います。

凡例

◎
＝
委
員
長
　
○
＝
副
委
員
長

日
本
共
産
党
＝
日
本
共
産
党
逗
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
議
会
議
員
団

※
議
長
は
常
任
委
員
会
に
属
さ
な
い
。

会　　　　　派　　　　　名 新政逗子 立憲クラブ 公明党 日本
共産党

市政
クラブ

真・無所
属の会

無
会
派

件　　　　　　　　　　　　名

付
託
委
員
会

議　　決　　結　　果

佐
藤
恵
子

眞
下
政
次

丸
山
治
章

八
木
野
太
郎

菊
池
俊
一

中
西
直
美

加
藤
秀
子

髙
谷
清
彦

田
幡
智
子

田
中
英
一
郎

岩
室
年
治

橋
爪
明
子

髙
野
　
毅

匂
坂
祐
二

飯
山
圭
一

松
本
　
寛

根
本
祥
子

市長提出議案
専決処分の承認について［逗子市市税条例の一部を改正する
条例］ ― 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊ ○ ○ ○ ○

専決処分の承認について［逗子市介護保険条例の一部を改正
する条例］ ― 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊ ○ ○ ○ ○

専決処分の承認について［平成31年度逗子市一般会計補正予
算（第 1 号）］ ― 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊ ○ ○ ○ ○

監査委員の選任について ― 可決 ○ 除 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊ ○ ○ ○ ○

※　付託委員会：－…委員会付託を省略
※　賛否状況：○…賛成　　×…反対　　除…除斥（地方自治法第117条の規定により、自己に関する議事には参加できない。）
※　髙野議長は、採決に加わらない。　　　　※　日本共産党：日本共産党逗子市議会議員団の略

第 2 回 臨 時 会 の 議 案 の 賛 否 状 況 一 覧


